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２０１９年度事業方針 

 
今日、少子・高齢化、人口減少などの社会情勢の変化や核家族化などの生活様式の変化に伴

い、地域では、家族機能が低下するとともに地域の連帯意識が希薄となっており、相互扶助機

能が弱体化しつつあります。また、生活困窮やひきこもりの増加、孤立、虐待、権利擁護など

様々な生活課題が複雑化、深刻化しており、既存の社会保障や社会福祉では解決に至らない問

題も顕在化しつつあります。 

社会福祉協議会は、地域福祉の推進を図ることを目的とする団体であり、誰もが安心して暮

らすことができる地域づくりを目指していることから、様々な課題に直面している地域そのも

のを元気にしていこうという地方創生の取り組み「地域共生社会の実現に向けた地域福祉の推

進」を進めるために、今後も活動の充実を図っていく必要があります。 

このような状況の中、佐賀市社会福祉協議会では、“みんなの主体的な活動を促す環境づく

り”、“地域で安心安全な暮らしを支える体制づくり”、“福祉サービスを利用しやすい仕組みづ

くり”を基本目標とする「第三期佐賀市地域福祉計画・地域福祉活動計画」に基づき、さまざ

まな事業や活動を展開してきました。特に、計画の重点事業である“地域で見守る体制づくり

の強化”を推進するために、福祉協力員の設置やコミュニティカフェなどの気軽に集える居場

所づくりを地域住民の協力を得ながら積極的に進めてきました。 

また、佐賀市から委託を受けて、単独の相談支援機関だけでは対応が困難な課題等を抱えた

人や世帯の相談に応じるために相談支援包括化推進員２名を「佐賀市福祉まるごと相談窓口」

に配置し、分野を超えた相談支援機関等の連携による支援につなげる取り組みを行ってきまし

た。さらに、コミュニティソーシャルワーカーを配置して地域へ積極的に出向き、個別の生活

課題や地域の福祉ニーズを把握し、様々な組織や機関と連携して解決を図るとともに、地域に

おける助け合い支え合いの環境づくりを地域住民と一緒になって進めることとしています。 

 ２０１９年度においても、これらの事業や活動をさらに推進して、「第三期佐賀市地域福祉計

画・地域福祉活動計画」の基本理念である“みんなが参加、みんなで福祉、みんなの安心 笑

顔が輝く佐賀のまち”の実現を目指していきます。 

 あわせて、行政関係部署、佐賀県共同募金会、日本赤十字社佐賀県支部と連携した地域福祉

の推進にも努めます。 
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Ⅰ．社会福祉事業拠点区分（364,755 千円） 

１ 法人運営事業 （210,343 千円） 

（１）将来的な展望に立った財政確保の方策として、社協会費制度の周知、拡大などを図ると

ともに、資金の効果的かつ効率的な運用に努め、財政基盤の強化を図る。 

（２）職員は社協の役割と使命を認識し、業務目標の達成に向けた業務遂行に努める。また、

職員研修等を通じて広範な知識と専門性を養い、意識改革、資質の向上に努めると同時

に、職場環境の整備、充実を図る。 

（３）理事、評議員の各種事業への参画意識を高め、理事会・評議員会の活性化を図る。 

（４）苦情解決システム管理要綱に基づき、利用者等からの苦情について適切な解決を図る。

また、利用者等の権利を擁護するとともに、本会が実施する事業の質の向上及び運営の

信頼性を高める。 

（５）福祉バスの運行、実習生の受け入れ等 

２ 地域福祉活動事業 （94,329 千円） 

（１） 企画・広報費 （5,607千円） 

① 社会福祉大会の開催 

② 社協だより“愛・あい”並びに支所だよりの発行 

③ ホームページの運用 

（２） 地域福祉活動計画策定事業 （269千円） 

第３期計画(平成２８年度～平成３２年度)の推進に向けて、進捗状況を確認するととも

に、次期計画策定に向けた住民アンケートを実施する。 

（３） ボランティアセンター事業 （3,107千円） 

ボランティア活動の担い手育成を重点に、各種講座・行事等を開催し、市民のボランテ

ィアに対する意識高揚と参加を促進するとともに、ボランティアのコーディネート機能を

強化し、ボランティア（個人・グループ）の活動基盤を整備することで活性化に繋げる。 

① ボランティアセンター運営事業 

② 災害ボランティアセンター事業 

③ ボランティア団体等助成事業 

④ 福祉体験学習指導者派遣事業 

（４） 高齢者ふれあいサロン事業 （24,811千円）       ※佐賀市委託 

 高齢者が住み慣れた地域や家庭で安心して暮らせるように、地域住民の協力のもと、地

域の様々な施設（地区公民館、集会所等）を利用し、高齢者や地域住民が気軽に集い、お

互いに交流を深め、生きがいづくりや健康づくりを推進し、高齢者が閉じこもりや寝たき

りにならないよう、自立生活の助長を図ることで、介護予防に繋げる。 

（５） 地域子育て支援センター事業 （11,840千円） 

 子育て中の親子が気軽に集うことができる広場を身近な地域に設置し、地域の子育て支

援機能の充実を図り、子育ての不安感等を緩和し、子どもの健やかな育ちを支援する。 
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（６） 多機関協働による相談支援包括化推進事業 （15,790 千円）        ※佐賀市委託 

 相談支援包括化推進員を配置し、単独の相談支援機関だけでは対応が困難な複雑かつ複

合的な課題を抱えた人や世帯の相談に応じるとともに、分野を超えた相談支援機関等のネ

ットワークを構築し、それらの関係機関による連携した支援につなげる。 

（７） 地域力強化推進事業 （17,470 千円）         ※佐賀市委託 

 専任の地区担当が地域へ積極的に出向き、地域住民が主体的に地域課題を把握して解決

を試みる体制づくりを支援する。また、把握された課題を包括的に受け止め、相談、助言、

情報提供を行うとともに、必要に応じて支援機関につなぐなどにより地域課題の解決を図

る。 

（８） 地域福祉活動推進事業（15,435 千円） 

① 各福祉団体助成 

② 児童遊園地整備助成 

③ 民生委員・児童委員支援事業 

④ 校区社協役員研修会 

⑤ 校区社協活動助成 

⑥ 「助け合い・支え合い」の地域づくり推進事業 

⑦ 新たな居場所づくり（コミュニティカフェ）事業 

⑧ 福祉協力員等設置推進支援事業 

⑨ 小災害罹災世帯に対する見舞 

⑩ 高齢者生きがいづくり促進事業 

⑪ 出てこん場事業 

３ 共同募金配分金事業 （21,361 千円） 

（１） 歳末助け合い配分事業 （6,583 千円） 

① 年末年始地域福祉交流事業 

② 年末交流事業等 

（２） 共同募金配分金事業 （14,778 千円） 

① 校区社協活動費助成 

② 在宅高齢者会食会助成事業 

③ 地域高齢者生活支援事業 

④ 世代間交流事業 

⑤ 自治公民館備品整備助成事業 

⑥ 福祉のまちづくり支援事業助成 

⑦ 小地域見守り体制支援事業 

⑧ 子育て支援事業 

⑨ 社協だより、支所だより発行 

４ 福祉サービス利用支援事業 （28,142 千円） 

① 福祉サービス利用援助事業（日常生活自立支援事業） （12,291千円） 

 「福祉サービス利用者の利益の保護」を図ることを目的に、認知症高齢者、知的

障がい者、精神障がい者など判断能力が不十分な方が安心して自立した地域生活を

送れるよう、福祉サービスの利用援助等を行い支援する。 
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② 法人後見事業 （1,440千円） 

 法人（成年）後見が必要と認められる人の後見人等になり、身上監護や財産管理

などの生活全般を継続的かつ長期的に支援する。 

③ 移送サービス事業 （175千円） 

 既存の交通機関による移動が困難な車椅子利用の高齢者や身体障がい者を対象に、

ボランティアの協力のもと、車椅子搬送仕様自動車を利用した移送サービスを提供

する。(利用対象地域：三瀬村、富士町、大和町松梅地区) 

④ 松梅児童クラブ事業 （3,842 千円）         ※佐賀市委託 

 就労等のため、放課後に保護者がいない家庭の児童に対し、遊びと生活の場を提

供し、児童を犯罪から守るとともに健全育成を図る。 

⑤ 富士町コミュニティバス運行事業 （3,184千円）         ※佐賀市委託 

 富士町コミュニティバスの運行を行うことにより、地域の高齢者等の移動手段の

確保を図る。 

⑥ 流水浴機器管理運営事業 （2,287千円）       ※佐賀市委託 

 生涯を健康で過ごせる体づくりや生活習慣病の予防を目的に、温泉水を利用した

三種類の流水浴機器を利用し健康の増進を図る。 

⑦ 産業振興会館管理事業 （1,662 千円）         ※佐賀市委託 

 地場産業の振興と市民の福祉等の向上を図るため、産業振興会館の管理及び会議

室等の貸し出しを行う。 

⑧ 総合センター管理事業 （3,261 千円）         ※佐賀市委託 

 老人福祉センター、農村環境改善センター、高齢者交流施設、保健センターの４

施設の会議室等の貸し出しや利用状況の把握等の管理業務。 

５ 生活福祉資金貸付事業 （10,580 千円） 

① 生活福祉資金事業 （3,083 千円）    ※県社協委託 

 金融機関からの借入れや公的貸付制度の利用が困難な所得の少ない世帯、障がい

者や介護を要する高齢者の属する世帯に対し、必要な資金の貸付けの相談はもとよ

り、生活の安定を図ることを目的に相談援助を行う。 

② 福祉資金貸付事業 （7,497 千円） 

 低所得世帯の自立のため、他からの資金借入れが困難かつ緊急の場合に貸し付け

を行う。 

Ⅱ．施設経営事業拠点区分 （95,416 千円） 

１ 老人福祉センター事業 （65,164 千円） 

高齢者が地域で安心して、心豊かに楽しく過ごせる場所を提供するため、市内５箇所（平

松、巨勢、金立、開成、大和）の老人福祉センター等を運営する。各センターでは高齢者大

学、クラブ活動や行事などを行い、生きがいの充足、また積極的な「仲間づくり」を進め、

さらには各センターにおいて健康相談を実施し、健康で明るい生活を営んでもらうための事

業の推進に努める。 

① 平松老人福祉センター（いきがい館平松） （20,037 千円） 

 平松老人福祉センター事業、佐賀市平松清風大学 

② 巨勢老人福祉センター（いきがい館巨勢） （17,450 千円） ※佐賀市委託 

 巨勢老人福祉センター事業、巨勢シルバーカレッジ 
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③ 開成老人福祉センター（いきがい館開成） （14,634 千円） ※佐賀市委託 

 開成老人福祉センター事業 

④ 大和老人福祉センター（いきがい館大和） （13,043 千円） ※佐賀市委託 

 大和老人福祉センター事業、大和いきがい文化講座 

２ 金立いこいの家事業 （12,788 千円） 

① 金立いこいの家（いきがい館金立）        ※佐賀市委託 

 金立いこいの家事業、金立いこいの家文化講座 

３ 松梅児童館委託事業 （17,464 千円） 

① 松梅児童館委託事業        ※佐賀市委託 

 松梅地区唯一の保育施設として、幼稚園・保育園に代わる役割を持ち、就学前の

幼児の保育を行う。併せて、子育て家庭の支援及び子どもの就学までの発達に応じ

た遊びの場の提供、学習の支援・指導を行う。 

Ⅲ．介護保険等事業拠点区分 （38,775 千円） 

１ 居宅介護支援事業 （11,699 千円） 

① 居宅介護支援事業（南部） 

 介護保険法により介護認定を受けた方が、居宅において自立した日常生活を営む

ことができるよう、関係機関と連携し地域の資源の活用も含めた居宅サービス計画

書の作成、介護保険の相談業務、認定調査を行う。 

２ 通所介護事業 （27,076 千円） 

① 開成デイサービスセンター事業 

 要支援及び要介護認定を受けた方が、居宅において、その有する能力に応じ、自

立した日常生活を営むことができるよう、入浴・食事・レクリエーション等のサー

ビスを提供する。 

Ⅳ．その他の事業 

１ 共同募金・歳末たすけあい募金運動への協力（佐賀県共同募金会佐賀市支会） 

公的な福祉サービスでは支えられない分野の支援を行うため、佐賀県共同募金会佐賀市

支会として募金活動を展開する。 

① 赤い羽根共同募金 

 １０月１日から１２月３１日までの３ヶ月間、各種団体などの協力を得て実施す

る。戸別、街頭、法人、資材、学校、イベント、職域等の各種募金を行う。 

② 歳末たすけあい募金 

 １２月１日から１２月３１日までの１ヶ月間、各種団体などの協力を得て実施す

る。戸別、職域等の各種募金を行う。 

 

２ 日本赤十字社事業の推進（日本赤十字社佐賀県支部佐賀市地区） 

国際救護活動や災害救護活動等の人道的使命に基づき、国内外で事業を実施している日

本赤十字社の佐賀市地区として、赤十字事業の普及と事業推進に必要な資金の確保に努め

る。 
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① 各種講習会 

 佐賀県支部が開催する各種講習会を積極的に推進するとともに、市内で行われる

蘇生法などの講習に講師又は指導員の派遣調整を行う。 

② 防災・減災活動等への取り組みに対する助成 

 校区自治会及び自主防災組織等が、防災・減災意識の高揚を目的に実施する防災・

減災活動及び研修会、講習会等に対して助成金を交付する。 

③ 災害義援金の募集・受付 

 佐賀県支部が開催する各種講習会を積極的に推進するとともに、市内で行われる

蘇生法などの講習に講師又は指導員の派遣調整を行う。 

④ 火事等の罹災世帯への援助 

 罹災世帯に対し、見舞金や毛布・日用品等の物資を支給する。 

 


